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論文内容要旨
目的
 従来,網膜鋸状縁に関しての組織学的な研究ほ少なくなく,又最近は電子顕微鏡の発達とともによ
 り微細な構造が研究されてきている。網膜鋸状縁の微細構造については,m廿Her細胞よ〃無色素
 上皮細泡に移行す4都の特殊細泡の有無ド関しても義論のあるごこつであるが,他方,光顕的にも色
 素上皮細胞,脈絡脈毛細管板,外境界摸等κみられる諸変化'⊂関し.ては,必ずしも諸家の見解が一致
 1..てのない。著者は主としてこれらの点を解明'するために,以下の研究を行.よい二,三の知見を得た
 ので報告する。
 実験材料及び方法
 網膜鋸状縁附近に異常を認めなの入眼8眼を使用し,グ・ノレタールアノレデヒド・万スミワム固定,エ
 タノール系で脱水,エボン812に包埋し,ウラン・鉛二重染色を行った。
観察結果
 1.色素上皮細胞とそれより内層の網膜と∂結合状態;
 後極部網膜では外境界膜より視細胞内節外節が,色素上皮細泡との間の腔に突出して,その突起に
 より外節ばとりかこまれている。視細胞間をmUller細泡が充たし,その突起は外境界膜をつらぬ
 いてFlberbasketを形成している。内莇には糸粒体,リボゾーム,・j・胞,線維,ゴルジ装置等
 がみられる。錐体は粁体にくらべてよg大きい内節をもち、核は外顆粒層に於て拝体のものより外方
 に位置している。周辺部ではしばしぱ視細胞の核が外境界膜の外方、こみられることがある。網膜鋸状
 縁に近づくと,まず外節が不完全な形態をとり,次いで消失し内節も内方に後退していく。色素上皮
 細胞との間の腔もこれに対応してせまくなり,内節と色素上皮細胞の突起とが接するようになる。視
 細胞は徐々に減少するが,m廿11er細胞は増加していく。細胞内層では,神経節細胞は消失し,内
 外顆粒層は一層となっていく。m廿11er細胞は,多数の微細顆粒,滑面小胞体,微細線維,ゴルジ
 装置,糸粒体を有している。視細胞とm廿Her細胞,ヌ.はm“ller細胞同志には,デスモゾーム
 による結合がみられ,これは光顕上の外境界膜冗相当している。網漢鋸状縁により近づくと,内節も
 外境界膜より突出することなく,1面Her細胞と色素上皮細胞が接して所々に,デスモゾームの形
 成がみられる。払賦縁はm“日er細胞が占めているが,視細胞もその直前まで残って見られること
 もある。
 2、無色素上皮細胞と色素上皮細胞との形態及ひ七の結合状態;
 無色素上皮細胞は,成人では基底面にヒダや陥凹が多く,糸粒体,粗面小胞体,小空胞,コルジ装
 置,多数の微細顆粒を有し,電子密度は高くなっている。色素上皮細胞、ま,核上部に色素顆粒が多く
 下部ではコ「ルジ装置,滑面小胞体,糸粒体がみられる。ブルッフ膜とは基底面に於て,繊細な線維性
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 結合がみられる。色素上皮細胞間には,核上部辺にデスモゾームがみられる。無色素上皮細胞と色素上皮
 細胞間、ま,殆んど間隙は認められず,多数のデスモゾームで結合して拾り,光顕的に外境界膜が無色
 素上皮細胞と色素上皮細胞の間に連なっている所見に相当している。
 3.網膜鋸状縁前後に於σる色素上皮細胞,ブルッフ膜,脈絡膜毛細管板の状態
 網膜鋸状縁より前方では,色素上皮細胞の胞体D増大,色素顆粒の大きさの不整ないし数の増加,
 又未熟な色素顆粒の増加等がみられ,七の他基底膜側に小さい細胞がみられたり,傾斜して核が2コ
 にみえたりするものもあり,これは,光顕的に重層するようにみえることもある。ブルッフ膜では,
 はっきりした差がみられなかったが,毛様体扁平部では網膜側にくらべ内膠原層の肥厚がみられるが
 ぱらつきが多い。脈絡膜毛細管板は,従来鋸状縁て消失するとされているが,これに相当するような
 毛細管が,扁平部に於てもなむ認められたものもあった。
 4.網膜鋸状縁に於けるmヨ11er細胞より無色素上皮細胞への移行状態;
 最近Peiらにより報告された鋸状縁の特殊な細胞は,胞体内微細構造はmロller細胞に似ている
 が,RNP顆粒がより多いという。実際にもこの細胞は認められ,核はmUner細胞と同じで,胞
 体内の微細構造も酷似しているが,微細顆粒が多く電子密産からは,無色素上皮細胞に似ている。色
 素上皮細胞と接してm廿11er細胞や無色素上皮細胞と頂上面に近くにデスモゾームを形成する。上
 記の特殊な細胞は,鋸状縁でm廿11er細胞が数層となって無色素上皮細胞に接している場合がなど
 では,色素上皮細胞の上の層に見られた。
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 網膜鋸状縁の微細構造を研究するために,生体よりの摘出入眼を電子顕微鏡によ診検索し,次ρ成績
 を得た。
 ①網嘆から毛様体扁平部に続く色素上皮細胞は,主として鋸状縁に於て,その形態を変じ,それ
 よりも毛様体側に於ては,胞体の増大,色素顆粒の増加,又その顆粒の大きさの不整,未熟な形の色
 素顆粒の増加がむこり,これらの'形態的変化の境界は比較的明瞭である。
 ②網膜を構成する細胞は鋸状縁で消失するが,その鋸状縁はm廿11er細胞で構成されている。
 ③鋸状縁に近い網膜では,色素上皮細胞とm田1er細胞との結合は主としてデスモゾームによ
 っている。従って色素上皮と網膜内層との結合は,中心部網膜よりはるかにつよい。
 ④鋸状縁に於ては、m廿1ier細胞と無色素上皮細胞との間に両方の要素をもった細胞が存在す
 る。
 ⑤脈絡膜毛細管板は,それに相当するような毛細管が,扁平部にもみられることがある。
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 審査結果の要旨
 著者は,網膜鋸状縁附近に異常のない健常人眼を電顕的に観察し,鋸状縁における色素上皮細胞,
 脈絡膜毛細管板等に見られる微細構造上の変形や,M廿iler細胞より無色素上皮細胞への移行な
 どに関し,次の点を明らかにした。
 即ち,視細胞は,鋸状縁に近ずくと,まず外節が不完全な形態をとり,次いで消失し,色素上皮
 細胞との間隔はせまくなって,内節と色素上皮細胞の突起とが接するようになる。神経節細胞は消
 失し,内外顆粒智は一層となる。視細胞は徐々に減少するのに対して,M琶11er細胞は増加し,
 鋸状縁は多数の微細顆粒,滑面小胞体,微細線維等を有するM甚iler細胞によってお～むね占め
 られるに至る。視細胞とM冠1ier細胞,M置11er細胞相互の間には,デスモゾームによる結合
 が見られ,これが光顕上の外境界膜の本態である。また,鋸状縁附近ではM嵐Ier細胞と色素上
 皮細胞とが接し,デスモゾームによって結合することを示したが,色素上皮と網膜内層との結合が
 この部で強固であるという臨床的な事実を微細構造の面で解明した。
 また,網膜が鋸状縁で一層の毛様体無色素上皮に移行する部における特殊細胞の有無に関しては,
 従来,説がわかれていたが,著者は,入眼ではMUller細胞と無色素上皮細胞との間に双方の要
 素をもつた細胞が存在することを確かめた。即ちこの特殊細胞は,核及び胞体内の微細構造は
 漁口er細胞に酷似しているが微細顆粒に富み,電子密度の点からは無色素上皮細胞に類似して
 いるとするもので,この細胞の由来はまだ明らかでないにしても,細胞の有無に関しては大ぎな事
 実を提示したものと言えよう。
 著者は更に,色素上皮細胞も鋸状縁で比較的明療に形態を変じ,これより前方では胞体の増大,
 色素顆粒の増加,顆粒の不整,未熟な色素顆粒の増加などが見られること,また,ブルツ7膜の内
 膠原層が前方で厚い傾向がみられることなどを示した。
 また,従来,脈絡膜毛細管板は鋸状縁で消失すると記載されているが,著者は,これに相当する
 ような毛細血管が鋸状縁をこえて毛様体扁平部にも認められることがあることを示し,これも貴重
 な観察である。
 網膜り微細構造に.関しては,電顕技法の開発頭初より多くの業績があるが,人眼の正常な鋸状縁
 をめぐって著者が提示した上記の所見は貴重なものであり,学位に相当すると判断される。
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